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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第３四半期
連結累計期間

第55期
第３四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年12月31日

自　2023年４月１日
至　2023年12月31日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 （千円） 16,597,039 17,330,263 22,848,129

経常利益 （千円） 2,078,837 2,275,306 2,812,888

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 1,407,416 1,573,411 1,968,404

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,423,693 1,643,110 2,015,464

純資産額 （千円） 14,606,947 16,248,644 15,198,718

総資産額 （千円） 20,557,104 22,380,536 21,720,134

１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 98.64 109.94 137.91

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 98.56 109.85 137.80

自己資本比率 （％） 70.8 72.5 69.7

 

回次
第54期

第３四半期
連結会計期間

第55期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2022年10月１日
至　2022年12月31日

自　2023年10月１日
至　2023年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 41.47 44.72

（注）　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の５類引下げに伴い、行動制限緩

和による個人消費やインバウンド需要が回復し、社会経済活動の正常化が徐々に進んだことから、景気に緩やかな

回復の動きがみられました。

　先行きについても、雇用・所得環境が改善する中で、政府による各種政策の効果もあって、景気の緩やかな回復

が続くことが期待されます。

　一方で、ウクライナを始めとする中東地域などでの地政学リスクの高まりや世界的な金融引締めによるインフレ

が継続していることから、海外景気の下振れが懸念され、今後の景気の見通しは不透明な状況となっています。

　情報サービス産業では、人手不足を背景とした企業による合理化・省力化に向けた情報化投資が活発に推移して

おり、企業収益の改善によりその傾向が続くことが期待されます。

　このような状況の下、当社グループでは当期より2026年３月期を最終年度とする「第14次コアグループ中期経営

計画」を策定し、基本方針として「ソーシャル・ソリューションメーカー　～ＩＣＴで社会課題を解決し、価値を

共創する企業としてＳＸ（サステナビリティ・トランスフォーメーション）を実現～」を掲げ、事業戦略、人材戦

略、財務戦略の各戦略を実行してまいりました。

　各戦略の方針は、次のとおりとしております。

　事業戦略・・・ＳＸ実現に向けた新しい価値を創出するソリューション提供で社会課題を解決する

　人材戦略・・・「個の力」を磨いて人的資本の価値向上を図り、ＳＸを実現する人材を育成する

　財務戦略・・・中長期にわたる継続した企業成長を促すため積極的な戦略投資を実施する

　なお、本計画を進めるにあたり、当期より事業セグメントを変更し、次の３つを新たに設定しております。

　未来社会ソリューション事業・・・環境や生活基盤などの未来における社会課題に対し、自社の特長を活かして

高付加価値なソリューションを創出

　産業技術ソリューション事業・・・顧客が有する業務課題に対し、ＩｏＴ（ＡＩ）やＧＮＳＳなどの特化ＩＣＴ

技術を活かしたソリューションを提供

　顧客業務インテグレーション事業・・・顧客業務に対し、業務知識やノウハウを活かしたＩＣＴトータルサービ

スを提供

　これらの新セグメントにより社会課題・顧客課題を深掘りし新たな価値を創出することで事業規模の拡大を図っ

てまいりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は17,330百万円（前年同四半期比4.4％増）、営業利益は

2,220百万円（同9.2％増）、経常利益は2,275百万円（同9.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,573

百万円（同11.8％増）となりました。
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　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、当第３四

半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

 

〔セグメント情報に関する定性的情報等〕

 

売上高

未来社会
ソリューション

事業

産業技術
ソリューション

事業

顧客業務
インテグレーション

事業
計

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 3,213 8.9 7,597 18.7 6,519 △10.0 17,330 4.4

2023年３月期第３四半期 2,951 － 6,398 － 7,247 － 16,597 3.0

（参考）2023年３月期 4,187  9,072  9,588  22,848  

 
 

 

営業利益

未来社会
ソリューション

事業

産業技術
ソリューション

事業

顧客業務
インテグレーション

事業
計

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 420 △12.2 1,108 31.4 690 △2.8 2,220 9.2

2023年３月期第３四半期 479 － 843 － 710 － 2,033 14.8

（参考）2023年３月期 609  1,269  865  2,743  

（注）１　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

２　パーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。

 

＜未来社会ソリューション事業＞

　医療分野においてソリューション売上が伸長しました。公共分野ではソリューション売上は伸長したものの、一

部不採算案件が利益に影響したことにより、売上高は3,213百万円（前年同四半期比8.9％増）、営業利益は420百

万円（同12.2％減）となりました。

 

＜産業技術ソリューション事業＞

　ＧＮＳＳやＤＸインサイト等の分野におけるソリューション販売が伸長しました。また、半導体関連装置や金融

機関向けの案件も伸長したことから、売上高は7,597百万円（前年同四半期比18.7％増）、営業利益は1,108百万円

（同31.4％増）となりました。

 

＜顧客業務インテグレーション事業＞

　信販系のシステム開発など金融分野での開発が伸長しましたが、流通などその他の分野で開発案件が縮小し、ま

た、ソリューション案件として他セグメントへの移行が進んだことから、売上高は6,519百万円（前年同四半期比

10.0％減）、営業利益は690百万円（同2.8％減）となりました。
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(2）財政状態の分析

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ672百万円増加し、13,800百万円となりました。これは、受取手形、売掛

金及び契約資産が205百万円減少しましたが、現金及び預金が524百万円、有価証券が200百万円増加したことなど

によるものです。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ12百万円減少し、8,580百万円となりました。これは、有形固定資産が67

百万円減少したことなどによるものです。

　この結果、総資産は660百万円増加し、22,380百万円となりました。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ332百万円減少し、5,443百万円となりました。これは、未払法人税等が

401百万円減少したことなどによるものです。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ57百万円減少し、688百万円となりました。これは、長期借入金が92百万

円減少したことなどによるものです。

　この結果、負債合計は389百万円減少し、6,131百万円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,049百万円増加し、16,248百万円となりました。これは、配当金の支

払が643百万円ありましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益が1,573百万円となったことなどによるもので

す。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載につい

て重要な変更はありません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、188百万円（未来社会ソリューション事業108百万円、産業技

術ソリューション事業80百万円）であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更は

ありません。

 

(7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの資本の財源及び資金の流動性について重要な変更はありま

せん。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（2024年２月９日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,834,580 14,834,580
東京証券取引所

プライム市場
単元株式数100株

計 14,834,580 14,834,580 － －

（注）　１　第３四半期末現在発行数のうち275,700株は、特定譲渡制限付株式報酬として、金銭報酬債権合計

414,268,900円を出資の目的とする現物出資により発行したものであります。

２　提出日現在発行数には、2024年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2023年12月31日 － 14,834,580 － 440,200 － 152,412

 

(5)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社コア(E05332)

四半期報告書

 6/20



(6)【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 494,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,334,100 143,341 －

単元未満株式 普通株式 5,780 － －

発行済株式総数 14,834,580 － －

総株主の議決権 － 143,341 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が900株含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数９個が含まれておりま

す。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が50株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

株式会社コア
東京都世田谷区三軒茶屋

一丁目22番３号
494,700 － 494,700 3.33

計 － 494,700 － 494,700 3.33

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,586,934 6,111,687

受取手形、売掛金及び契約資産 6,966,680 ※ 6,761,056

有価証券 － 200,000

商品及び製品 133,692 162,468

仕掛品 38,756 45,450

原材料及び貯蔵品 106,444 148,639

その他 295,565 371,233

流動資産合計 13,128,074 13,800,535

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,392,475 1,354,208

土地 3,705,566 3,705,566

その他（純額） 307,445 278,477

有形固定資産合計 5,405,487 5,338,252

無形固定資産   

その他 220,361 205,271

無形固定資産合計 220,361 205,271

投資その他の資産 2,966,211 3,036,476

固定資産合計 8,592,059 8,580,000

資産合計 21,720,134 22,380,536

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,743,905 1,611,138

短期借入金 1,565,146 1,888,976

未払法人税等 483,353 81,439

賞与引当金 978,070 474,242

受注損失引当金 30,239 470

製品保証引当金 5,731 3,772

その他 968,653 1,383,016

流動負債合計 5,775,100 5,443,056

固定負債   

長期借入金 246,835 154,478

リース債務 161,243 134,054

繰延税金負債 59,065 105,420

役員退職慰労引当金 181,500 181,500

退職給付に係る負債 15,976 13,882

資産除去債務 34,385 32,641

その他 47,308 66,858

固定負債合計 746,315 688,835

負債合計 6,521,415 6,131,892

 

EDINET提出書類

株式会社コア(E05332)

四半期報告書

 9/20



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 440,200 440,200

資本剰余金 231,494 277,913

利益剰余金 14,727,661 15,657,836

自己株式 △570,094 △513,302

株主資本合計 14,829,261 15,862,647

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 306,977 371,499

その他の包括利益累計額合計 306,977 371,499

新株予約権 14,498 14,498

非支配株主持分 47,981 －

純資産合計 15,198,718 16,248,644

負債純資産合計 21,720,134 22,380,536
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

売上高 16,597,039 17,330,263

売上原価 12,196,106 12,585,401

売上総利益 4,400,933 4,744,862

販売費及び一般管理費 2,367,263 2,524,640

営業利益 2,033,669 2,220,221

営業外収益   

受取利息 12,809 19,062

受取配当金 27,156 39,023

持分法による投資利益 994 1,452

受取賃貸料 5,590 3,769

受取保険金 5,026 4,199

その他 16,034 11,751

営業外収益合計 67,610 79,260

営業外費用   

支払利息 8,824 8,775

投資事業組合運用損 3,236 10,630

賃貸収入原価 1,710 903

その他 8,671 3,866

営業外費用合計 22,442 24,175

経常利益 2,078,837 2,275,306

特別損失   

投資有価証券評価損 3,665 2,285

為替換算調整勘定取崩損 13,147 －

特別損失合計 16,813 2,285

税金等調整前四半期純利益 2,062,024 2,273,020

法人税、住民税及び事業税 482,415 491,681

法人税等調整額 161,455 202,750

法人税等合計 643,871 694,432

四半期純利益 1,418,152 1,578,588

非支配株主に帰属する四半期純利益 10,736 5,177

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,407,416 1,573,411

 

EDINET提出書類

株式会社コア(E05332)

四半期報告書

11/20



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

四半期純利益 1,418,152 1,578,588

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △7,607 64,521

為替換算調整勘定 13,147 －

その他の包括利益合計 5,540 64,521

四半期包括利益 1,423,693 1,643,110

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,412,956 1,637,932

非支配株主に係る四半期包括利益 10,736 5,177
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2023年12月31日）

受取手形 －千円 3,311千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおりで

あります。

 
　前第３四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日
　　至　2022年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年12月31日）

減価償却費 169,372千円 174,909千円

     

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１　配当金支払額

決議
株式の
種類

配当金の
総額

（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年４月26日

取締役会
普通株式 498,685 35.00 2022年３月31日 2022年６月３日 利益剰余金

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１　配当金支払額

決議
株式の
種類

配当金の
総額

（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年４月27日

取締役会
普通株式 571,537 40.00 2023年３月31日 2023年６月２日 利益剰余金

2023年10月30日

取締役会
普通株式 71,699 5.00 2023年９月30日 2023年12月５日 利益剰余金

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
未来社会

ソリューション

事業

産業技術

ソリューション

事業

顧客業務

インテグレーション

事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,951,022 6,398,263 7,247,752 16,597,039 － 16,597,039

セグメント間の

内部売上高又は振替高
17,890 78,919 1,401 98,212 △98,212 －

 計 2,968,913 6,477,183 7,249,154 16,695,251 △98,212 16,597,039

セグメント利益 479,153 843,624 710,891 2,033,669 － 2,033,669

（注）１　管理部門等の報告セグメントに帰属しない本社費用については、セグメント利益の算定上合理的な配賦基準

により各報告セグメントへ配賦しております。

２　調整額は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
未来社会

ソリューション

事業

産業技術

ソリューション

事業

顧客業務

インテグレーション

事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 3,213,677 7,597,202 6,519,384 17,330,263 － 17,330,263

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ 53,227 3,399 56,626 △56,626 －

 計 3,213,677 7,650,429 6,522,783 17,386,890 △56,626 17,330,263

セグメント利益 420,863 1,108,387 690,970 2,220,221 － 2,220,221

（注）１　管理部門等の報告セグメントに帰属しない本社費用については、セグメント利益の算定上合理的な配賦基準

により各報告セグメントへ配賦しております。

２　調整額は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、当社グループの事業戦略方針を踏まえたマネジメント・アプローチの下、事業

セグメントの区分方法を見直し、従来の「ＳＩビジネス」「ソリューションビジネス」から、「未来社会ソ

リューション事業」「産業技術ソリューション事業」「顧客業務インテグレーション事業」に変更しておりま

す。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載

しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

未来社会
ソリューション

事業

産業技術
ソリューション

事業

顧客業務
インテグレーション

事業

一時点で移転される財 126,084 301,330 － 427,414

一定の期間にわたり移転さ

れる財
2,818,590 6,092,157 7,247,752 16,158,500

顧客との契約から生じる収益 2,944,675 6,393,487 7,247,752 16,585,915

その他の収益 6,347 4,776 － 11,123

外部顧客への売上高 2,951,022 6,398,263 7,247,752 16,597,039

 

当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

未来社会
ソリューション

事業

産業技術
ソリューション

事業

顧客業務
インテグレーション

事業

一時点で移転される財 97,701 308,705 32,322 438,729

一定の期間にわたり移転さ

れる財
3,111,114 7,284,325 6,487,061 16,882,502

顧客との契約から生じる収益 3,208,816 7,593,031 6,519,384 17,321,232

その他の収益 4,860 4,171 － 9,031

外部顧客への売上高 3,213,677 7,597,202 6,519,384 17,330,263

（注）第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

なお、前第３四半期連結累計期間の顧客との契約から生じる収益を分解した情報については、変更後の区

分方法により作成したものを記載しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

　項目
　前第３四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日
　　至　2022年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益 98円64銭 109円94銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 1,407,416 1,573,411

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
1,407,416 1,573,411

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,268 14,311

(2）潜在株式調整後１株当たり

   四半期純利益
98円56銭 109円85銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期

純利益調整額（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 10 10

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

２【その他】

　2023年10月30日開催の取締役会において、2023年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり当期中

間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　71,699千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　５円00銭

③　支払請求の効力発生日及び支払い開始日　　2023年12月５日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年２月９日

株式会社コア

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 原科　博文

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森田　祥且

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コア

の２０２３年４月１日から２０２４年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（２０２３年１０月１日

から２０２３年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（２０２３年４月１日から２０２３年１２月３１日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コア及び連結子会社の２０２３年１２月３１日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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